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知識 (文脈情報)を登用し､推論を駆使 し､話 し
手の発話意図の正確な復元を目指 して､聞き手の
行う発話解釈が何故そのように行われるのか､あ
るいは時として失敗するのか｡これは人間の頭の
中における認知との関係において適切にとらえら
れるという観点を関連性理論はとる｡語用論的解
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釈は心理的な事象であり､単一の認知的原理 ｢関
連性の原理｣に支配されるものであるというこの
理論の理論的基盤と概念を､上記の漫画を始めと
する考えられた例を使っての話であった｡
話し手の発話意図の復元の過程は必ずしも生や
さしいものではないだけに､rewardingなもので
ある｡すなわち認知上の効果が得られるのである
が､時として､関連性を求めての文脈僧報の使用
のやり方を逆手に取れば､漫画の小男の発話のよ
うにjokeを生み出すことになる｡
マイクを使わず､漫画を用意し､黒板を使い､
大変精力的に､熱を込めて話された｡学生､院生､
非常勤を含めた先生方､他大学からの参加もあっ
て､100名に近い聴衆を得たが､反応がほとんど
なく､質疑も少なかったのは残念だった｡
Blakemore教授は神奈川大学の他､慶応大学､
国際基督教大学､そして関西では京都大学､神戸
女学院大学､大阪大学で講演を行った｡
(なお本講演内容は 『神奈川大学言語研究』
No.21に掲載の予定である｡)
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